
国際ナノテクノロジー総合展・技術会議

ナノテクがさまざまな分野に応用されていることを体感

川
合
　
知
二
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
実
行
委
員
会
委
員
長
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
特
任
教
授

新
分
野
加
え
さ
ら
に
飛
躍
を

ごあいさつ
　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
こ
の

年
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
技
術
、

製
品
が
生
ま
れ
、
市
場
も
大
き
く

成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

国
際

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技

術
会
議

」
は
、
世
界
最
大
の
専

門
展
示
会
と
し
て
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
集

め
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
チ

ン
グ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
で

回
目
を
迎
え
る
「
ｎ
ａ
ｎ

ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２

０
１
２
」
は
、
さ
ら

な
る
飛
躍
の

年
へ

向
け
た
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し

て
、
こ
の
３
年
間
本

展
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
、

グ
リ
ー
ン
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー

に
「
医
療
」
「
食
品
」

「
化
粧
品
」
な
ど
の
ラ
イ
フ
分

野
を
加
え
、
「
ラ
イ
フ
＆
グ
リ
ー

ン
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
新
た

な
展
示
会
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
最
近
数
年
間
の
来
場
者
、

出
展
者
双
方
の
関
心
や
、
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
に
応
え
て
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
応
用
分
野
と
し
て
、
非
常
に
期

待
が
高
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。
従
来

ど
お
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
解
決
に
向
け
た
最
新
技
術
・
製

品
情
報
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
展
と
し
て
水

関
連
の
国
際
総
合
展
「
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
　
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
２
０
１
２

第
３

回
国
際
水
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
総
合

展

」
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
２

第
７
回
先
端
表
面
技
術
展
・
会

議

」
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０

１
２

表
面
技
術
要
素
展

」

「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
２
０
１

２
」
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
２
０
１
２
」

「
新
機
能
性
材
料
展
２
０
１
２
」

「
環
境
電
池
展
２
０

１
２
」
と
合
わ
せ
、

計
８
展
示
会
の
見
応

え
あ
る
内
容
で
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２

０
１
２
」
を
通
じ
て
一
つ
で
も
多

く
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

き
、
ひ
い
て
は
産
業
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
念
願
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２
０
１
２

国
際
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会
議

」

ｎ
ａ

ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
実
行
委
員
会
主
催

が

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
で

回
目
を
迎
え
る

同
展
に
は
国
内
外
か
ら
５
１
０
企
業
・
団
体
が
出
展

す
る
。
最
新
の
ナ
ノ
テ
ク
技
術
・
製
品
が
一
堂
に
紹

介
さ
れ
、
来
場
者
に
は
新
事
業
や
ア
イ
デ
ア
、
パ
ー

ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
絶
好
の
場
と
な
る
。
入
場
料
は

３
０
０
０
円

ウ
ェ
ブ
事
前
登
録
者
は
無
料

。
ま

た
、
同
時
開
催
と
し
て
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
２

第
７
回
先
端
表
面
技
術
展
・
会
議

」
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０
１
２

表
面
技
術
要
素
展

」
な
ど

７
展
示
会
が
行
わ
れ
る
。

最
新
の
技
術
・
製
品
が
一
堂
に
内
外
５
１
０
企
業
・
団
体
が
出
展

先
端
表
面
技
術
展
・
会
議

表
面
技
術
要
素
展

東京ビッグサイト日まで
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Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
実
行
委
員
会

主
催
の
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０

１
２
」
は
素
材
か
ら
加
工
・

処
理
、
装
置
に
至
る
ま
で
、

モ
ノ
づ
く
り
の
パ
ワ
ー
を
底

上
げ
す
る
最
先
端
の
表
面
技

術
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で

披
露
す
る
。

　

日
に
第
７
回
表
面
技
術

会
議
を
行
う
。
午
前
の
部

時
―

時
５
分

は

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
お
け

る
表
面
技
術
」
と
い
う
テ
ー

マ
。
基
調
講
演
で
は
九
州
大

学
先
導
物
質
化
学
研
究
所
教

授
・
副
所
長
で
科
学
技
術
振

興
機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｔ
Ｏ
高
原
ソ
フ
ト
界
面
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
総
括
の
高
原

淳
氏
が
「
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア

ル
の
表
面
・
界
面
物
性
制
御

技
術
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
午
後
の
部

時
―

時
５
分

の
テ
ー
マ
は
「
先

端
デ
バ
イ
ス
を
支
え
る
３
Ｄ

ナ
ノ
構
造
」
。
基
調
講
演
で

は
王
学
論
氏

産
業
技
術
総

合
研
究
所
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
研

究
部
門
主
任
研
究
員

が

「
微
小
表
面
リ
ッ
ジ
構
造
に

よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
取
り
出
し

技
術
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

　
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０

１
２
」

表
面
技
術
学
会
、

日
本
鍍
金
材
料
協
同
組
合
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
主
催
は
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

表
面
技
術
総
合
展

と
「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

表
面
処

理
材
料
総
合
展

」
を
統
合

し
て
新
た
に
行
う
。
生
産
・

製
造
現
場
に
必
要
な
材
料
や

資
材
購
買
の
検
討
が
可
能
な

ほ
か
、
自
動
車
、
情
報
家

電
、
電
子
・
機
械
部
品
な
ど

多
く
の
産
業
を
支
え
る
メ
ッ

キ
加
工
の
技
術
革
新
な
ど
を

体
感
で
き
る
場
と
な
る
。
併

催
企
画
と
し
て
、
表
面
技
術

分
野
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
講
演

す
る
「
特
別
講
演
」
、
メ
ッ

キ
処
理
を
実
際
に
見
せ
る

め
っ
き
実
演
コ
ー
ナ
ー

、

「
先
端
め
っ
き
技
術
と
そ
の

新
展
開
―
高
精
度
・
機
能
性

表
面
の
創
成
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
の
表
面
技
術
の
現

状
と
将
来
を
紹
介
す
る
「
特

別
企
画
展
示
」
な
ど
を
用
意

し
て
い
る
。

　
「
表
面
技
術
の
新
し
い
潮

流
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

日

に
行
わ
れ
る
。
旭
川
工
業
高

等
専
門
学
校
校
長
の
高
橋
英

明
氏
に
よ
る
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
の
ア
ノ
ー
ド
酸
化
―
理
論

と
応
用
」
、
甲
南
大
学
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

教
授
の
縄
舟
秀
美
氏
に
よ
る

「
電
子
部
品
の
製
造
に
お
け

る
Ｎ
ｉ
／
Ｐ
ｄ
／
Ａ
ｕ
め
っ

き
シ
ス
テ
ム
は
最
善
か

？
」
、
名
古
屋
大
学
エ
コ
ト

ピ
ア
科
学
研
究
所
所
長
／
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
の
高

井
治
氏
に
よ
る
「
プ
ラ
ズ
マ

を
用
い
た
表
面
技
術
」
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
す

る
。

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

　
２
０
１
２
」
の
テ
ー
マ
は

新
た
に
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
　
＆
　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　

　

　Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
し
た
。

世
紀
に
入
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多

様
性
の
維
持
な
ど
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
革
命
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対

し
て
、
太
陽
電
池
や
燃
料
電

池
、
生
成
・
貯
蔵
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
低
炭
素
、
低
消
費
、
土

壌
・
水
質
浄
化
に
関
す
る
技

術
革
新
に
資
す
る
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
今
回
の
展

示
会
を
通
じ
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
回
、
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ

ー
と
し
て
「
ラ
イ
フ
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
設
け
た
。

医
療
分
野
や
化
粧
品
分
野
、

食
品
分
野
へ
の
応
用
成
果
発

表
が
増
え
て
お
り
、
来
場
者

の
関
心
が
高
い
分
野
に
な
っ

て
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
。
新
産
業
の

勃
興
を
支
え
る
基
盤
技
術
と

ぼ
っ
こ
う

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の

注
目
度
は
高
い
と
言
え
る
。

　
企
業
以
外
に
大
学
や
研
究

機
関
も
多
数
出
展
。
産
業
技

術
総
合
研
究
所
や
理
化
学
研

究
所
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ

な
ど
の
研
究
機
関

が
大
き
な
ブ
ー
ズ
を
出
展

し
、
研
究
者
が
解
説
す
る
こ

と
も
魅
力
的
で
あ
る
。
異
業

種
・
異
分
野
の
連
携
で
行
う

部
材
開
発
な
ど
、
産
官
学
連

携
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て

機
能
も
果
た
す
。

　
会
期
中
は
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　

ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
　
２
０
１
２
」
と

称
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
る
。
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
　
＆
　

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
特
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

日

時
半
―

時

分

、
「
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

日

時
半
―

時

、

「
第

回
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
２
０
１

２
」

日

時
―

時

半

な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　

日

時
か
ら
会
場
内
の

メ
ー
ン
シ
ア
タ
ー
で
「
ｎ
ａ

ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
大
賞
」
の

表
彰
式
を
行
う
。
同
大
賞
は

第
１
回
か
ら
行
っ
て
お
り
、

出
展
者
を
対
象
に
斬
新
か
つ

先
駆
的
で
あ
り
、
将
来
性
に

期
待
で
き
る
技
術
を
分
野
ご

と
に
表
彰
し
て
い
る
。

　
今
回
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
初
め
て

行
う
。
日
本
国
内
で
技
術
や

材
料
な
ど
を
有
す
る
企
業
を

探
し
て
い
る
海
外
企
業
と
、

海
外
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
模
索
し
て
い
る
日
本
の

出
展
者
の
商
談
や
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
を
さ
ら
に
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
し
て
い

る
。


